
第3回 令和５年5月9日（火） 7:00～7：30
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〈 清 掃 実 施 報 告 〉
実 施 日 時
清 掃 場 所
参 加 者
ご み の 量

〈ウオーキング実績〉
歩 行 距 離
歩 数

： 令和5年5月9日（火） 7：00～7：30
： 東3-303号線・644号線付近、県道3号の一部
： 8名
： およそ60ℓ ※ごみ袋に換算

： 2km
： 2,800歩
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第 1 位
第 2 位
第 3 位

たばこの吸い殻
ペットボトル・空缶
食品容器・包装

猫缶、レジ袋、割り箸、乾電池、衣類、レシート、マスク、ホ
イールキャップ、ポリエチレン製スコップ、割れ物（食器の破
片等）、各種部品類

捨てられているもの

第 1 位
第 2 位
第 3 位

交差点（信号付近）
歩道・植樹桝
河川敷の階段

捨てられている場所

2023.5.9



5/27(土)～6月11日(日)は 『春の海ごみゼロウイーク』

5月30日
6月 5日
6月 8日

ごみゼロの日
環境の日
世界海洋デー

世界中で増え続ける海洋ごみの問題。2050年にはプラスチックをはじめとする海洋ごみの量が、
魚の量より多くなるともいわれています。早急な対策を図るため、日本財団と環境省は共同で、
「海ごみゼロ」を合言葉に一斉清掃活動を推進しています。
海洋ごみの約8割は、陸（街）から川を伝って海に流れ出したものとされることから、海洋ごみを減
らすには海だけでなく街でも活動することが重要です。

日本全体が連帯し、海洋ごみ削減のためのアクションを行う。ごみを出さない、ごみを捨てない、
ごみを拾う。この行動は日本の誇りであり、世界の模範となる。そして、一人ひとりの行動が、
海の未来を守ることにつながる。 （出典：海と日本プロジェクト特設サイト https://uminohi.jp/umigomi/zeroweek/）

いまこそ、行動を起こそう。日本から世界へ、海の未来を変える挑戦を。
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